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 事業概要 

 本事業に取組む課題と目的 

 【高等学校を取り巻く状況】 

○本県では、Ｈ17 年度からの高校再編で、県立高校を５３校から４０校に削減し、学校の適正規模化を図ると

ともに、学習の機会確保の観点から、中山間地域を中心に複数学科を一校に統合した総合選択制高校を設置

するなど、生徒の学ぶ環境を整備してきた。 

○その後、さらなる少子化の影響により、高校の学級数を削減せざるを得ない中、結果的に地域の小規模校に

は、地域全域から幅広い学力層の生徒が入学し、同じ教室内で、かつ同じペースで学習に取り組む状況が生

じている。 

○本構想の核（コア）として設定した中津南高等学校耶馬渓校（以下、耶馬渓校）は、本県唯一の分校であり、

中山間地域にある小規模の学校である。学校が所在する中津市は、市街と中山間地域の人口比 84：16、特に

0～19 歳の人口比は 89：11 であり、高校卒業時までの児童生徒数は、圧倒的に市街地に集中している。加え

て、中山間地域に住む中学生のうち、一定数が都市部の大規模な高校に進学しており、都市部以外の多くの

地域の高校において、さらに入学者が減り小規模校化が進むという循環を生んでいる。 

○一方で、中山間地域の高校では、大自然や伝統文化などの恵まれた地域資源を強みとして、平成２８年度か

ら高校の魅力化を進めているところであり、総合的な探究の時間等において、地元に根ざした教育活動を実

践している。また、小規模校ならではの生徒に寄り添う丁寧な学習指導により、在校生の満足度は高いもの

の、より高度な知識や広範な学習を含んだ、個々に応じた最適なレベルの授業を望む声も生徒から聞かれる

など、限られた教員数で対応することの難しさがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分県立高等学校配置図（Ｒ５年度） 
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【取組の必要性】 

○受信校として、耶馬溪校の他３校（久住高原農業高校、国東高校、佐伯豊南高校）を挙げたが、いずれも、

少子高齢化が進む中山間地域に立地する学校であり、学科規模の縮小や小規模校化が進む中で、生徒・教員

数ともに確保が難しい状況である。 

○地域の活力創出にもつながる中山間地域の学校をいかに維持し、地域の核としての役割を果たしていくかと

いう観点で考えると、これまで以上に、地元の中学生が行きたい、学びたいと思う魅力ある学校づくりを進

め、入学者を確保していく必要があり、小規模校としてのデメリットをいかに解消していくかが課題となる。 

○入学者の増加、地域を担う人材の育成、結果として地域の活力の創出という好循環を生み出すためにも、中

学生が地元の高校に進学しても、安心して個々の進路実現に向かって邁進できるような学校の体制づくりが

必要である。例えば、大学進学も視野に入れた学力向上や、専門的なスキルアップを図る授業において、多

様な生徒の習熟度や進路ニーズに対応する、よりきめ細かい学習指導体制を整えることで、中山間地域にお

ける魅力ある学校づくりを後押しし、生徒が地域の高校に通う意義や価値を新たに生み出すことにつながる

と考える。 

○中学校卒業予定者数の減少が再び見込まれる 2025 年度までに、中山間地域における高校の魅力を高めるこ

とは、県内の高校生の学びの場として、県立高校の学校数の減少を食い止めることにつながるため、遠隔教

育の充実は喫緊の課題と考えている。 

 

【取組の目的】 

○本ネットワーク構想の目的として以下３点を挙げる。 

①中山間地域の小規模校で、生徒の多様なニーズに応える学習指導体制の構築 

  ・都市部の進学校から、英語・数学等の習熟度別授業を配信（単位として認定） 

  ・進学意欲の高い生徒に、ワンランク上の授業を提供し学力向上の核となる層を形成 

  ・受信側に専門外職員を配置し小規模校の人的デメリット解消に向けた取組を実践 

②中山間地域の高校生の専門的なスキル向上を図る、先端技術等に係る授業の提供 

・専門学科のスキル向上につながる授業を他校に配信 

・産学連携による最新の STEAM 教育実践校から地方創生にもつながる授業を配信 

・地域の高校にいながら最新の知識・技能を習得し、関連の資格取得者数が増加 

③地域協働による地域人材の育成や、生徒が切磋琢磨できる環境づくりの促進 

  ・連携校５校ごとに、地元自治体や企業等と高校が連携するコンソーシアムを構築 

  ・地域での探究的学習を進め、連携校間で意見交換等することで生徒の視野を拡大 

  ・本取組の成果を連携校以外の高校にも還流し、県全体の遠隔授業への理解を促進 

 

【育成を目指す資質・能力】 

○異なる価値観をもつ多くの人々と協働し、得た情報を整理しながら自分の意見を述べる力 

・小規模校で、限定的な人間関係を築いてきた生活環境に変化を与え、自分と異なる価値観や考え方をもっ

た、他校の生徒や地域住民との交流を通して得た情報を活かし、自分の考えを組み立て、それを分かり易

く伝える力や状況に応じた対応力を育てる。 

○課題解決に向け、仮説をたて、調査、実践、検証から改善へつなげる探究的な力 

・地域をどう活性化すればよいか、地域が抱える課題や、強みとなる地域資源をもとに、地域の全体像や将

来像をイメージして、より良いものを創造していこうとするデザイン思考や創意工夫の精神を育てる。 

○ワンランク上の学習内容に挑戦し、学び続けようとする意志、意欲 

・小規模校の生徒にとって、ワンランク上の習熟度別授業を受講することで、英語・数学等において、これ
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までの授業では体験し得なかった、難易度の高い問題や課題に挑戦する力や、意欲をもって学び続けよう

とする姿勢を育てる。 

○地域人材の育成や地域の活力増進につながる、地域への理解や愛着、責任感 

・地域資源など地元の強みや、地域が解決すべき課題を知る機会や、他地域との比較の場などを設定するこ

とで、生まれ育った故郷のことを自分のこととして主体的に考え、将来的に地域振興を支えていこうとす

る人材としての資質を育てる。 

 

 

 本事業を通して明らかにしたい事項 

【遠隔授業】 

本事業に取り組むにあたり、初年度は遠隔授業についての試行配信を行い、遠隔授業の実施方法を１授業

１校への配信と決定した。試行配信では、機器操作を含めたイメージの共有することで、次年度以降の課

題として、①生徒の理解度の見取り、評価手法について ②授業支援アプリ(MetaMojiClassRoom 等)の有

効活用の研究 ③受信校での授業補助について ④配信校・受信校間の校時のずれについて ⑤複数の受

信校への同時配信の研究と設定し、取り組むこととした。 

本格実施に取り組むために、④配信校・受信校の校時のずれについては、受信校の校時を基準とした形で、

配信担当教員の授業時間の調整を行うこととした。 

令和４年度からは、①生徒の理解度の見取り、評価手法について ②授業支援アプリ(MetaMojiClassRoom

等)の有効活用の研究 ③受信校での授業補助について、授業視察とともに配信担当教員とのヒアリング

を行うことで、方向性を定めていき、遠隔授業の回数を重ねるごとに、方向性を共有し、改善に取り組ん

だ。 

また大分県教育委員会として、①生徒の理解度の見取り、評価手法について ②授業支援アプリ

(MetaMojiClassRoom 等)の有効活用の研究 ③受信校での授業補助についてなどの項目に加え、④配信校・

受信校間の校時のずれについて ⑤複数の受信校への同時配信の研究について、本事業に取り組んでいる

他県の視察に行き、研究を同時で進めてきた。 

令和６年度からは、本事業で研究を進めてきたことを活かし、学校間連携方式を継続しつつ、令和７年度

から配信センター方式を取り組むための準備を進めていくこととした。 

 

【コンソーシアム】 

   本県においては、令和３年度から県予算事業（地域との協働による高校魅力化推進事業）を活用し、受信

校ごとにコンソーシアムを立ち上げ、地域資源や地域人材を、探究的な学びの教材として活用するととも

に、育成したい資質・能力の共有と、協働して地域の生徒を育てる仕組みづくりを進めてきた。 

   令和６年度からは、さらに地域との連携を進めるとともに、情報発信の充実に取り組むこととした。 
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 ロードマップ 

【遠隔授業】 

年  度 内  容 備  考 

令和３年度 

試行配信 

〇配信・受信環境の構築 

〇授業デザインの構築 

 

令和４年度 

本格配信 

 〇遠隔授業実施上の課題・成果の確認と共有 

 〇遠隔授業の持続可能性の研究 

【配信校】 

中津南、大分南、情報科学 

【受信校】 

耶馬渓校、久住高原農業、佐伯豊

南、国東 

令和５年度 

本格配信 

 〇遠隔授業実施上の課題・成果の確認と共有 

 〇遠隔授業の持続可能性の研究 

【配信校】 

中津南、大分南、国東、情報科学 

【受信校】 

耶馬渓校、久住高原農業、佐伯豊

南、三重総合、国東 

令和６年度以降 

遠隔授業の持続・拡大 

〇学校間連携による本格配信 

〇遠隔授業の拡大を目的に、配信センターの整備

を進め、令和７年度から学校間連携方式に加

え、配信センター方式の推進 

 

 

【コンソーシアム】 

年  度 内  容 備  考 

令和３年度 
〇地域との協働による高校の魅力化推進事業による

コンソーシアムの構築 

【学校運営協議会】 

久住高原農業 

令和４年度 

〇コンソーシアムを活用することにより、学校外の

教育資源を活用した探究的な学びなどによる教育

の高度化・多様化に関する取組の推進 

【学校運営協議会】 

久住高原農業 

令和５年度 

〇コンソーシアムを活用することにより、学校外の

教育資源を活用した探究的な学びなどによる教育

の高度化・多様化に関する取組の推進 

【学校運営協議会】 

耶馬渓校、国東、久住高原農業 

令和６年度以降 

〇学校外の教育資源を活用した探究的な学びなどに

よる教育の高度化・多様化に関する取組の推進 

〇学校間連携により、情報交換・意見交換を進め、

地域密着 
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 遠隔授業の実施やその運営体制に関する取組 

 調査計画 

月 実施内容 

令和５年 

４月 

〇配信担当者と受信校教科担当と協議 

〇遠隔授業実施に向けた進度表作成 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 

５月 〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 

〇ＣＩＯ・管理機関の学校訪問・視察 

６月 〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 

〇ＣＩＯ・管理機関の学校訪問・視察 

〇ＣＩＯ・管理機関による新潟県視察 

７月 〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 

〇ＣＩＯ・管理機関の学校訪問・視察 

８月 〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇新規校への機器整備（国東・三重総合） 

９月 〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 

〇ＣＩＯ・管理機関の学校訪問・視察 

〇新規校への機器整備・調整（国東・三重総合） 

１０月 〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 
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 ・国東   ⇒ 三重総合（試行） 

〇ＣＩＯ・管理機関の学校訪問・視察 

〇ＣＩＯ・管理機関による北海道・高知県視察 

１１月 〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 

 ・国東   ⇒ 三重総合（試行） 

１２月 〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 

 ・国東   ⇒ 三重総合（試行） 

令和６年 

１月 

〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 

 ・国東   ⇒ 三重総合（試行） 

２月 〇配信教員と受信側教科担当との協議 

〇遠隔授業の実施 

・中津南  ⇒ 耶馬渓校、久住高原農業 

 ・情報科学 ⇒ 耶馬渓校、国東 

 ・大分南  ⇒ 耶馬渓校、佐伯豊南 

 ・国東   ⇒ 三重総合（試行） 
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 実施体制 

  遠隔授業を取り組み体制として、本事業関係校に加え、管理機関として、高校教育課、教育人事課、教育デ

ジタル改革室の体制を整えた。 

  また遠隔授業をスムーズに行うためのミーティングを、①管理機関と各高校の管理職、授業担当者、②管理

機関と各高校の授業担当者 ③管理機関と配信校・受信校の授業担当者の３グループに分け、学校訪問でのヒ

アリングをもとに、開催グループを分けて行い、各高校の課題に合わせたものとなるように取り組んだ。 

 

 【管理機関の役割】 

  高校教育課（主管課） 

  ・高校改革推進班‥‥総務、全体構想、連携校との連絡調整、目標管理 

  ・高校教育指導班‥‥普通科高校の教育課程検討・検証、遠隔授業科目選定 

・産業教育指導班‥‥専門高校の教育課程検討・検証、遠隔授業科目選定 

・管理予算班  ‥‥ＩＣＴ機器発注、予算管理、教室内機器配置 

教育人事課 

 ・県立学校人事班‥‥遠隔授業担当教員の兼務発令など人事的措置 等 

教育デジタル改革室‥‥ＩＣＴ機器使用に係る指導・助言 等 

 

 取組概要 

本事業３年目については、４月当初から遠隔授業を開始することができ、対面授業の位置づけについても、

受信校の受講生徒の状況などによって、柔軟に対応できように、管理機関内で調整を図ることができた。 

また本県においては、初年度の計画段階から実証検証を行う教科・学年を固定して行うこととしたので、授業

方法や対面授業のタイミングなどの改善につなげることができたこともあり、受講生徒にとって、通常の対面

授業と変わらない感覚で受けることができる環境になった。 
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 遠隔授業実施表 

配信拠点 受信校 教科名 科目 
開設 

学年 

配信校生

徒の有無 

遠隔授業

実施理由 
受信側の配置体制 

遠隔授業実

施回数/全

授業回数 

中津南 耶馬渓校 数学 数学Ａ ２ 無 習熟度 
教員 

ICT 教育サポータ 
52/58 

中津南 耶馬渓校 外国語 論理表現Ⅰ ２ 無 習熟度 
教員 

ICT 教育サポータ 
52/58 

中津南 久住高原農業 数学 数学Ａ ２ 無 習熟度 
学習支援員 

ICT 教育サポータ 
56/60 

中津南 久住高原農業 外国語 論理表現Ⅰ ２ 無 習熟度 
学習支援員 

ICT 教育サポータ 
56/60 

大分南 耶馬渓校 福祉 
こころとから

だの理解 
３ 無 専門性 

教員 

ICT 教育サポータ 
24/58 

大分南 佐伯豊南 福祉 生活支援技術 ３ 無 専門性 
教員 

ICT 教育サポータ 
16/55 

国東 三重総合 農業 測量 ２ 無 専門性 教員 
9/48 

(試行) 

情報科学 耶馬渓校 商業 情報処理 ２ 無 専門性 
教員 

ICT 教育サポータ 
48/53 

情報科学 国東 商業 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ２ 無 専門性 教員 50/58 

 

 取組内容 

【遠隔授業】 

〇「教科・科目充実型」の遠隔授業などＩＣＴも活用した連携・協働の取組 

 ①遠隔授業を行う運営体制 

   本県では、本事業を実施するにあたり、１授業あたり配信校１校と受信校１校の形をとることとし、配

信校１校に対し、受信校１校の形で、数学・英語の習熟度別授業配信型、ＳＰＨ指定校（福祉科）のスキ

ル向上につながる授業を福祉科及び福祉コースに配信する専門科目特化型、情報系科目を配信する産業連

携事業配信型の３グループに分け研究を進めることとした。令和３年度は、大型モニターをはじめとする

機器整備を進めてきたが、遠隔授業に関わる学校の機材整備などの環境整備に時間を要し、試行授業を実

施した。令和４年度からは、本格実施を３グループでスタートし、受信校側に専門の教員を配置すること

により、実技科目の授業を取り入れることに可能性があると判断し、令和５年度から、測量を実施するこ

ととした。 

   配信科目が多岐にわたっているが、配信担当教員による意見交換の機会をオンラインで開催することで、

授業でのＩＣＴ機器の効果的な活用方法や、生徒の授業での活動についての見取り方法など、情報交換・

共有を図ることで、授業改善に取り組む体制を構築することができた。 
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 ②教育課程の共通化 

   本県では、配信校と受信校において、授業開始時刻に差があり、配信担当教員の自校での授業時間との

関係を考慮し、受信校側の授業時間に合わせることとし、遠隔授業を実施することとした。 

 

 【検討内容】 

 ・受信校側の校時を変更することは、受信校が中山間地域に所在することもあり、登下校手段である公共交

通手段の関係で難しい。また、全校生徒の校時を変更することが難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 【成果】  

・配信校・受信校の校時のずれへの対応方法をとることにより、授業前と授業後に受信校側の立会者と生徒

の状況を含めた情報交換を毎時間行うことが可能となった。 

 

 ③遠隔授業に必要なＩＣＴ環境 

遠隔授業を実施するにあたり、生徒にとって、より対面授業に近い形を目指すとともに、配信担当教員

にとって簡易的な操作により、授業配信ができる環境構築に努めた。 

受信校側には、授業者を投影する、スライド等の教材提示する大型モニターと、リアルタイム授業支援

アプリ「MetaMojiClassRoom」を活用し、授業を受けている。 

このリアルタイム授業支援アプリ「MetaMojiClassRoom」を使用することで、生徒の課題への取組状況な

どを確認・採点をはじめ、生徒の学習支援を行うことができる。 

 

機器種別 製品 台数 

遠隔会議システム ＺＯＯＭ ＲＯＯＭＳ  

遠隔システム用ＰＣ ノートパソコン（ＡＳＵＳ ＺｅｎＢｏｏｋ Ｄｕｏ 14） 

ｉＰａｄ 

配信校 

カメラ・マイク 

スピーカー 

Ｎｅａｔ Ｂａｒ ＋Ｎｅａｔ Ｐａｄ 

Ｎｅａｔ Ｂａｒ Ｐｒｏ＋Ｎｅａｔ Ｐａｄ 

配信校 

受信校 

大型提示装置 大型モニター（BRAVIA FW-75BZ30J/BZ） 

大型モニター（BRAVIA FW-85BZ40H/BZ） 

配信校 

受信校 

遠隔授業で使用する 

ソフトウェア 

MetaMoji ClassRoom※リアルタイム授業支援アプリ 生徒一人一台タブレット 
 

生徒用端末 ｉＰａｄ 県立高校の生徒に一人一台 

（令和３年４月） 

 

3 10:25 ～ 11:15

4 11:25 ～ 12:15
受信校の校時 

配信校の校時 

3 10:45 ～ 11:35

配信校・受信校間の校時のずれへの対応 
配信担当教員の授業担

当時間として認定 
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④授業づくり・生徒の見取り・評価 

【授業づくり】 

本事業において、本県が行った数学・英語の習熟度別授業配信型、情報系科目を配信する産業連携事業

配信型においては、通常のスクール形式を中心に、グループワークを取り入れ、対面授業と同じ形で実施

することとした。 

また、ＳＰＨ指定校（福祉科）のスキル向上につながる授業を福祉科及び福祉コースに配信する専門科

目特化型についても、対面授業と同じ形を目指し行う中で、実技の配信方法に課題が見つかり、改善に努

めた。 

 

配信校の機器構成 

受信校の機器構成 
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（福祉系の課題） 

・介助の方法を実践的に配信する際、所作などの細かい部分については、カメラワークはもとより、受講

生徒が取組めているかなどを確認することが難しい。 

・介助方法の一つである階段昇降について、授業者が実際に行う際に、撮影者がカメラワークを気にする

ことが多くあり、転倒などの危険性があるなど、受講生徒のみならず、安全性に欠ける。 

この課題をうけ、福祉系については、実習の報告や課題点を共有する生徒間交流を取り入れ、生徒同士

で、課題解決に向けた意見交換ができる形を取り入れることとした。 

 

また、本年度から試行に取り組んでいる「測量」については、安全性を担保できる実技については、事

前に映像を撮影・編集をした自作の映像を活用した授業展開を検討しており、来年度に向けて準備を進め

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の見取り・評価】 

生徒の活動状況をみとる手段として、リアルタイム授業支援アプリ「MetaMojiClassRoom」により、生徒

の取組状況を確認でき、各生徒の習得状況を確認できた。また、毎日課題を取り入れる科目もあり、課題

提出状況や取組状況などにより、定期考査に加え、評価を行った。また、生徒が毎日課題をクラウド上に

提出する際に、即材に対応ができる授業に対する要望などを書き込んでくれることもあり、授業改善にも

つながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対面授業のタイミング】 

習熟度別授業配信型については、グループワークを多く取り入れることで、教科への興味・関心は高ま

ってきたが、配信担当教員から生徒とのコミュニケーションが取れているか不安があるという意見を受け、

１学期は月に１回程度、２学期以降は学期に２回程度行うこととした。 

このように早い段階で対面授業を取り入れることで、受講生徒は「担当してくれる先生が、自分たちに
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時間を割いて会いに来てくれた」と喜ぶとともに、授業へ積極的に参加してくれるようになったと配信担

当教員から意見が上がった。 

専門科目特化型や産業連携事業配信型については、生徒の活動に実技とともに、グループワークを取り

入れたことで、自己肯定感が高まり、積極的に発問をする環境が構築することができたので、単元などの

タイミングを考慮し、学期末や学年末に対面授業を実施することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【受信校側の立ち会う者の役割】 

    本事業において、各高校の配信担当教員によるオンライン会議において、立ち会う者の役割として、教

科の専門性の高い教員がつくことは望ましいが、特に以下の点について、担当してくれることが挙げられ

た。 

        〇授業中の安全管理ができる者 

    〇生徒の困りなどを、生徒の立場を理解して、お知らせいただける者 

     例）遠隔授業中に、他の生徒に気づかれたくない生徒については、授業後に共有する 

    〇機器不良における対応ができる者 

     

 考察 

 【成果】 

 ・遠隔会議システムや生徒一人一台端末の活用により、遠隔での単位認定を伴う授業が可能であること。 

 ・専門性の高い教員の授業を受けることに対して、生徒の満足感が高いこと。 

 ・遠隔授業を行うためのＩＣＴ環境については、生徒は対面授業との違いを感じていないこと。 

 ・「教科・科目充実型」による遠隔授業を実施する中で、配信校生徒を交えた生徒間交流を授業に取り入れるこ

とで、多様な考え方に触れることで、社会性や協調性を養い互いに切磋琢磨できる環境になること。 

 

 【課題】 

 ・生徒とのコミュニケーションを図るために、対面授業を取り入れるタイミングについて、引き続き研究して

いく必要がある。 

 ・学校間連携方式では、配信校・受信校間の校時のずれによる対応を現行の方法で行うと、遠隔授業の拡大が

難しいため、配信センター方式を導入し、ハイブリットで行うことが望ましい。 

 ・対面授業の実施のための移動など、配信担当教員の負担が大きいため、引き続き研究していく必要がある。 
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 目標設定シートに対応した成果と課題 

１．本構想において、実現する成果目標の設定（アウトカム） 

（１）学びの基礎診断等により把握する生徒の学力の定着・向上の状況 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  C3 以上 60％ C3 以上 70％ B 層 5 名以上 

実績値 平均値 D2 C3 以上 30.1％ C3 以上 37.5％ B 層以上４名 

把握のため

の測定方法

及び指標 

・受信校５校：進路マップ「基礎力診断テスト」 年２回受験 

・受験後の検討会で学力向上の検証（受信校複数の場合は合同検討会） 

・R3～R4 は C 層の増加（底上げ）、R5 は上位層の増加を図るもの 

 

（２）地域課題の解決等の探究的な学びに関する科目等の数（総合的な探究の時間を含む。） 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  ７ ９ １１ 

実績値 ５ ５ ５ ５ 

（参考）上記のうち、学校設定科目の数 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  ３ ４ ４ 

実績値 １ １ １ １ 

 

（３）免許外教科担任制度の活用件数 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  ４ ５ ５ 

実績値 ０ ０ ２ ２ 

構成校の数 R4：7 校、R5：8 校 

 

（４）その他、管理機関が設定した成果目標 

  成果目標①：受信校生徒の４年制大学への進学者数 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  ６ ８ １０ 

実績値 ４ ４ ２９ １０ 

目標設定 

の考え方 

・学習意欲向上と学力向上の効果として大学進学者の増加を測るもの 

・Ｒ３試行、Ｒ４遠隔授業（多くが２年生対象）の成果を見据え設定 

・受信校５校（該当学科・コース）の合計数とする。 

 

成果目標②：授業を受けることで自分の学力が向上していると思う生徒（割合） 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  73.0％ 76.5％ 80.0％ 

実績値 69.6％ 85.9％ 90.2% 87.5％ 

目標設定 

の考え方 

・よりきめ細かい授業の提供による学力向上の自己評価を測るもの 

・高校教育課が毎年実施する学習習慣実態調査を活用（受信校平均） 

高２対象（国東ビジネスＩＴコースのみ１年、佐伯豊南は福祉科） 
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２．ＣＯＲＥハイスクール・ネットワークとしての活動指標（アウトプット） 

（１）ＣＯＲＥネットワークの構成校における遠隔授業の実施科目数 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

実績 ０ ０ ８ ９ 

見込み  ７ ８ ９ 

 

（３）その他、管理機関が設定した活動指標 

  活動指標①：遠隔授業の取組についてメディア等を通じて情報発信した回数 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

実績 ０ ０ ０ １６ 

見込み  ８ １３ １３ 

活動指標 

の考え方 

・学校の魅力発信や、他校への普及の取組を促進するために設定 

・Ｒ３年以降、連携校７校に加え管理機関からも情報を発信 
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 コンソーシアム構築による教育の高度化・多様化に関する取組 

 調査計画 

 本県では、各学校において、生徒の実態や、地域や学校の強みを活かすことを通じて、魅力ある学校の実現を

目指すため、県予算事業「地域との協働による高校魅力化推進事業」に取り組んできた。 

 

月 実施内容 

令和５年 

４月 

〇コンソーシアム校内ＷＧ会議（中心メンバーによる実務会議） 

〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

５月 〇コンソーシアム校内ＷＧ会議（中心メンバーによる実務会議） 

〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

６月 〇第１回コンソーシアム連絡会 

・学校の目指す生徒像の共有化、学校の活動計画の提示 

 ・地域探究学習の計画等 

〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

７月 〇連携校間打合せ（耶馬渓、国東、久住高原農業） 

 ・ＰＴリーダー・班チーフ顔合わせ、年間スケジュール確認 

〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

８月 〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

９月 〇コンソーシアムＷＧ会議（中心メンバーによる実務会議） 

〇連携校間打合せ（ＰＴリーダー、班チーフ） 

〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

１０月 〇第２回コンソーシアム連絡会 

 ・地域探究学習の進捗と検証・改善 

〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

１１月 〇連携校オンライン発表会打合せ（ＰＴリーダー、班チーフ） 

〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

１２月 〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

令和６年 

１月 

〇コンソーシアム校内ＷＧ会議（中心メンバーによる実務会議） 

〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

２月 〇コンソーシアム校内ＷＧ会議（中心メンバーによる実務会議） 

〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

３月 〇地域との協働による高校魅力化推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 
 

 実施体制 

各校コンソーシアム等の体制については以下のとおりである。 

中津南高校耶馬渓校 久住高原農業高校 国東高校 佐伯豊南高校 三重総合高校 

樋田小学校 竹田市教育委員会 国東市教育委員会 別府大学 首藤工務店 

耶馬溪校 PTA 
九州大学農学部附属

農場 

国東市教育委員会 

学校教育課 
学校評議委員 

NPO 法人 しげまさ

子ども食堂 

耶馬溪中学校 竹田市 総務課 国東市政策企画課 
ジョブカフェおおい

た佐伯サテライト 

有限会社たたみの神

志那商事 

城井小学校 竹田市役所久住支所 
東部振興局 

地域創成部 
学校評議委員  

中津市教育委員会 

 学校教育課 

豊肥振興局 

農山村振興部 
国東市商工会青年部 

鶴岡地区協育ネット

ワーク会議 

豊後大野市ＰＴＡ連

合会 事務局 

中津市耶馬溪支所 

 地域振興課 

株式会社ピースカン

パニー 
国東高校 PTA 

大分県南部事業部 

アスパラガス生産部 

株式会社オーエス豊

後大野ファーム 

中津市しもげ商工会 

事務局 
竹田中学校 姫島中学校 

佐伯市教育委員会 

学校教育課 

株式会社ＭＵＲＡＩ

ＳＨＩ 

中津市しもげ商工会 

青年部 
都野小学校 富来小学校 

佐伯市 

観光ブランド推進

部観光課 

大分県豊肥振興局 

生産流通部営農推

進班 

社会福祉法人もみじ

会 

久住高原農業高校同

窓会 
国東高校同窓会 佐伯豊南高校 PTA 

大分県豊肥振興局 

 生産流通部営園芸

第一班 

中津南高等学校耶馬

溪校 

久住高原農業高校

PTA 
学校評議員  三重総合高校 PTA 

 地域・農業経営 公営塾   

 
竹田市地域おこし協

力隊 
国東高校   

 久住高原農業高校    

※コミュニティ・スクール設置校：中津南高校耶馬渓校、久住高原農業高校、国東高校 
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 取組概要 

本県では、県予算事業「地域との協働による高校魅力化推進事業」において、県立高等学校と地域（市町村、

小中学校等）が連携し、生徒の学力向上や学校の特色化を図る取組を行うことで、生徒の進路実現を図るととも

に、地域に信頼され、中学生に選ばれる魅力ある学校づくりを推進するプロジェクト（地域の課題探究、地域の

活力創出、地域の学び連携）を支援した。 

 

学校名 取組内容 

中津南高校耶馬渓校 〇Youtube ﾁｬﾝﾈﾙ番組（やばちゃん NEWS）や地域お仕事体験等の番組制作・発信 

〇地域・行政・NPO などと連携したホタルの住む自然環境の考察、小学校と連携した

合同ホタル授業  

〇高齢者サロンの企画・運営・広報活動 

久住高原農業高校 〇地域農業の課題と解決策を学ぶ取組（農業大学校、農業系大学キャンパス訪問）、先

進農家でのアグリ研修等 

〇郷土芸能継承不足を解決するプロジェクト実施、和牛甲子園参加へ向けた取組、中

高連携のスポーツ活性化 

〇地域と連携した農業を通じての取組 

（地域の中学生や保護者に「My 農場」を発表、「竹田市食育事業」） 

国東高校 〇宇宙 STEAM 探究の実施、宇宙港にちなんだ料理の考案、地元飲食店への提案  

〇地域医療機関でのジョブシャドウイング、ドローン測量や３DCAD の学習 

〇七島藺生産者と連携した七島藺栽培、製品製作を通した伝統工芸の継承 

佐伯豊南高校 〇４学科合同学習成果発表会で実践的探究活動による地域創生の提案 

〇地域産品開発に向けた企画・新商品の開発  

〇小中学校でのロボット教室やドローン教室、地域創生に係る講演や学校間交流 

三重総合高校 〇地域の活性化や問題解決に向けた探究活動・課題研究、三科合同学習成果発表会、

地場企業見学会・説明会 

〇各部活動による地域還元活動の実施 

〇地域農産物を利用した「味噌」の生産・出前授業などの食育活動 

 

 地域と協働した取組実績 

学校名 取組概要 

中津南高校耶馬渓校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

・地域の活性化に関する課題発見学習 

・ＳＤＧｓ関連学習 

・進路探究・社会探究学習 

・生徒による情報発信 

Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

・地域の魅力発信・お仕事体験活動 

・地域の環境保全・啓発活動・ホタル授業 

・地域交流、ボランティア活動  

・福祉・フード人材育成活動 

久住高原農業高校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

・地域農業に積極的に関わるために、地域農業の課題と解決策を『学ぶ。』 
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Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

・継承者不足に悩む郷土芸能へ参加することによる伝統文化継承の活動、軟式野球

部・陸上部の地域中学生との交流活動を通して、地域の活力を『見つける。』 

Ｃ『地域の学び連携』プロジェクト 

・学校設定科目「チャレンジＭｙ農場」による地域と連携した探究活動により、専

門的な知識・技術を『磨く。』 

国東高校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

・地域の実態や状況を把握し、地域発展のための課題解決策を考える 

Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

・国東市の文化・遺産の魅力を理解し広く発信 

・国東市の観光の発展のために民芸品の開発や伝統文化の伝承 

Ｃ『地域の学び連携』プロジェクト 

・地域の小・中学生への出前授業 

佐伯豊南高校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

 ・学習活動の情報発信 

 ・課題解決型学習による地元の魅力開拓 

Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

 ・地域の小・中学生への出前授業 

Ｃ『地域の学び連携』プロジェクト 

・地域学習を通したグローカルな人材育成 

三重総合高校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

・「総合的な探究の時間」を活用した「豊後大野市課題解決・魅力発見」 

・「課題研究」で、地域の活性化や地域の問題解決 

Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

・文化・体育活動を通した、芸術活動や伝統芸能の意義と継承 

Ｃ『地域の学び連携』プロジェクト 

・持続可能な食料生産とその安全・安心な消費に配慮した食育活動 

・環境に配慮した持続可能な花としてフラワーアレンジメントやドライフラワーの

装飾 

 

 取組内容 

学校名 取組概要 

中津南高校耶馬渓校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

①地域の職業人に学ぶ 

②地域の活性化に関する課題発見学習 

 ③進路探究「先輩と語る会」 

Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

 ①ホタル授業 

 ②高齢者サロン「だいだいクラブ」 

 ③地域美化活動（災害復旧ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ） 

 ④地域ボランティア活動 

⑤郷土料理講習会 
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⑥洋菓子講習会 

⑦やばけい アンファン・マルシェ 

⑧もみじ園スポーツ交流会 

久住高原農業高校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

 ①農業大学校、大学へのキャンパス訪問 

②国内先進農家研修 

③先進的な農業研修 

Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

 ①郷土芸能継承プロジェクト（獅子舞継承） 

②「和牛甲子園日本一」プロジェクト 

③「軟式野球部・陸上部で中高連携」プロジェクト 

Ｃ『地域の学び連携』プロジェクト 

 ①フラワーアレンジ技術の体験プログラム開発と指導力の向上支援 

②地域の中学生とその保護者に「Ｍｙ農場」を発表 

③地域の特色ある農業・文化を研修（竹田久住高原学）  

国東高校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

①宇宙ＳＴＥＡＭ探究 

②地域の魅力発見 

Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

 ①学校説明用広報チラシの作成・配布 

②七島藺工芸品の開発 

③くにさき創生プロジェクト 

④郷土料理開発 

⑤びっくり農業体験教室 

Ｃ『地域の学び連携』プロジェクト 

 ①地元小中学校への出前授業 

②リージョナルメディカリストセミナー 

③最新土木建築現場見学ツアー 

佐伯豊南高校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

 ①Zoom Japan、地元企業、行政関係者の協力によりアイデアソンの実施 

 ②開発商品試食販売の実施 

Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

 ①地元小中学校への出前授業 

Ｃ『地域の学び連携』プロジェクト 

 ①外部講師を招聘した授業（佐伯の魅力とまちおこしに関する講座）を実施 

 ②佐伯市民大学講演会参加 

 ③学校、企業研究の実施 

三重総合高校 Ａ『地域の課題探究』プロジェクト 

 ①総合的な探究の時間・課題研究による地域の課題発見・解決 

Ｂ『地域の活力創出』プロジェクト 

 ①地場企業説明会 

 ②神楽部・演劇部による公演 
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Ｃ『地域の学び連携』プロジェクト 

 ①地元小学生との田植え及びイモ植え実習 

 ②地元中学生へのフラワーアレンジメントやハーブの寄せ植え、味噌づくり体験 

 ③地元小学生とのイネ刈り、イモ掘り実習 

 

 考察 

【成果】 

 ・地域の幅広い年齢層との協働的・体験的な学習に取り組むことで、生徒の地域への理解や、愛郷心の育成に

つながってきている。 

 ・学校と地域の持続可能な協働体性の構築に向けた組織づくりが浸透してきており、学校が目指す生徒像や学

校の姿を地域と共有することができた。（スクール・ポリシーの策定等を含む） 

 

 【課題】 

 ・各学校では、生徒の実態や、地域や学校の強みを活かすことなどを通じて、魅力ある学校の実現を目指して

いくが、その際、学校の魅力を校内外に情報発信することについても、さらなる工夫が必要になる。現在、

各高校では様々な媒体を使って地域内外への情報発信に取り組んでいるが、学校ＨＰの在り方については、

中学生や保護者にとって、情報がより得られやすいようなツールとなるよう、さらなる工夫に取り組んでい

く。また、ＳＮＳが日常的に普及し、情報を入手する方法として身近な存在となったことにより、これまで

の紙媒体やＨＰでの情報発信に加え、多様な手法による発信の工夫も検討していく必要がある。一方で、中

学生や高校生へのアンケートでは、中学生が高校の情報を得る機会として最も期待されるものとして、高校

での体験入学が挙げられている。依然として、高校の学びや在校生の様子など実際目にする場の影響が大き

いという結果が見られることから、高校においては、中学生や保護者、中学校教員等を対象とする体験的な

見学会など、さらなる内容の工夫についても検討を進めていく。 

 

 目標設定シートに対応した成果と課題 

２．ＣＯＲＥハイスクール・ネットワークとしての活動指標（アウトプット） 

（２）地元自治体等の関係機関とコンソーシアムを構築している学校数 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

実績 ０ ４ ４ ５ 

見込み  ４ ４ ５ 

 

（３）その他、管理機関が設定した活動指標 

 活動指標②：県主催の高校魅力化に係る研修会への地域からの参加者数 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

実績 ０ ０ ２０ ４８ 

見込み  ４ １７ ２１ 

活動指標 

の考え方 

・地域と学校の協働の進捗状況を測るもの 

・高校の魅力づくりへの、地域の主体的な参画という観点から設定 
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 まとめ 

 【遠隔授業】 

 少子化が進む中にあって、県内どの地域でも質の高い教育を提供できる環境が必要であり、生徒の多様な進路

ニーズに対応できるよう、教員配置や施設設備など教育環境の整備に向けた取組も必要である。本県では高等学

校においても、タブレットの活用など、ＩＣＴ機器を効果的に使用した学びの充実が図られている。加えて、本

事業により、地域の小規模校や少人数学級と、市部の高校との間で、遠隔による習熟度別授業や専門性の向上に

向けた授業が行われた。特に受信校においては、多様な進路希望をもつ生徒への対応として、きめ細かい教科指

導が実現されており、少規模化が進みつつある地域の高校において、生徒の学習意欲の向上や、教育の質の確保・

向上につながっている。ＩＣＴ機器を使ったネットワーク環境については、さらに整備を図ることにより、県内

どこにいても同じような教育水準が担保された教育サービスの提供につながると考えられる。 

 

 【コンソーシアム】 

 県立高校の魅力ある学校づくりを進める上で、育成を目指す資質・能力を明確化するとともに、高等学校の入

口から出口までの教育活動を一貫した体系的なものにすることが大切である。各学校においては、育成を目指す

資質・能力に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の「３つの方針」

を、特色・魅力ある学校の実現に向けた指針を起点としたカリキュラム・マネジメントを適切に行い、教育課程

や個々の授業、入学者選抜の在り方等についても組織的かつ計画的に実施するとともに、ＰＤＣＡサイクルを通

じて継続的な改善を図ることが重要であると考え、その推進に取り組んでいく必要がある。 

 

 次年度に向けた計画概要 

本県高等学校の目指す方向性を、下記に示す。 

・すべての学校・学科を通じた共通の理念として、生徒一人一人の自己実現に向け、在籍する生徒や今後入学す

る生徒の能力・適性等、可能性を最大限に引き出せるよう個別最適な学びを推進していく。 

・県内広域から集まる生徒が同じ教室で学び合う状況にある環境を、積極的な学びの場と捉え、互いが認め合う

多様性（ダイバーシティ）を実現させる教育を推進していく。 

・普通科、専門学科、総合学科のどの学科に所属しても、生徒が学科の特性を深く理解した上で、各学科の学び

の中で、挑戦する意欲を持ち、自己実現に向かって力を発揮できる教育を進めていく。 

・すべての高校で、学力向上につながる授業改善が着実に進んでいるという状況を踏まえ、今後も、教員の授業

力向上やスキルアップにつながる取組を進めるとともに、生徒が県内どの地域の学校で学んでも教育の質の担

保が図られるよう、遠隔授業のシステム構築を含め、教育ＤＸの推進＊７を図っていく。 

・新しい時代に求められる学びとして、県立高校では大学や研究機関、自治体や企業、ＮＰＯ等といった学校外

の関係機関との連携により、ＳＴＥＡＭ教育や課題発見・解決型の学習に取り組んでおり、今後も外部との連

携を図りつつ、社会とのつながりの中で先端的な学びの実践に取り組んでいく。 

・地方創生の観点から、自分が暮らす地域の将来を見据え、高校卒業後に地元に残って活躍することや、将来的

に地元に戻って活躍する意志をもつ生徒の育成につながるよう、地域の幅広い異年齢層との協働的・体験的な

学習を取り入れ、生徒の地域への理解や、愛郷心の育成につながる教育を推進する。 

・学校が目指す生徒像や学校の姿を地域と共有し、協力して生徒の育成や学校の魅力づくりを進めていくために

も、コミュニティ・スクールやコンソーシアム等、学校と地域の持続可能な協働体制の構築に向けた組織づく

りを推進する。 

 

 この方向性を推進していくためにも、遠隔授業の研究はもとより、地域との連携をさらに推進していく。 
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